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【目的】超音波検査の判読精度の管理は正確さをと8 
りしまることである。検体検査はｻﾝﾌﾟﾙを測定するこ9 
とで管理がしやすいが、超音波検査ではｻﾝﾌﾟﾙ(ﾌｫﾄｻ10 
ｰﾍﾞｲ)のみでは不十分である。今回、判読の精度を教11 
育体制から保証して進めたので報告する。 12 
【対象と方法】対象は超音波検査者 9名である。方13 
法はこれまでの検査の実施法ﾏﾆｭｱﾙ化と文書化の整14 
備に対して、新しい教育展開①手技と判読のﾘｱﾙﾀｲﾑ15 
ﾚｸﾁｬｰの導入、②精度を保証する勉強会(1 回/週)、16 
③学会等での情報交換とした。 17 
【結果】従来型の実施法ﾏﾆｭｱﾙ化と文書化の整備は必18 
要不可欠だが、技術習得の裏付けと権威づけが強く19 
判読精度を保証する一面が足りないと感じられた(720 
例/9 例(78％))。新しい教育展開は、１患者毎のﾘｱﾙ21 
ﾀｲﾑﾚｸﾁｬｰが効果を得た(7 例/9 例(78％))。精度を保22 
証する勉強会は各所見を診断ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝに合わせ全員23 
が共有化するので精度を保てる(7 例/9 例(78％))。24 
学会等での情報交換はこれらを進める原動力になっ25 
ている (9 例/9 例(100％))。 26 
【考察】超音波検査には判読精度が保証される体制27 
を設けなければならない。我々は正確さを取り締ま28 
る基本的な 3手法を具体的に進めて日常検査への向29 
上に結びつけた。手技と判読の指導は悩んだその場30 
での進めることで見落としをせず正診率を高め医師31 
が求める情報を提供できる。診断ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝﾄに合わせ32 
皆が共有化する勉強会は疾患の有無を確定と除外で33 
き、学会等での情報交換は人に教えられるｽｷﾙとなり、34 
判読精度を教育体制から保証するものとなった。今35 
後は到達度を成果とし表現させて、正確さへの検証36 
をﾙｰﾁﾝ化することが必須と考える。 37 
【まとめ】超音波検査の判読精度を教育体制から保38 
証する検討を進め好成績が得られた。0479-63-8111 39 


